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新規実施項目のご案内 
 

拝啓 時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のお引立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 

 

この度、下記項目につきまして、検査の受託を開始いたしますのでご案内申し上げます。 

敬具 

（ 記 ） 
 

【項目名】 ： アスペルギルス‐IgG 抗体 
 

【受託開始日】 ： ２０２４年９月９日（月）受付分より 
 

【受託要領】 

項目名称 アスペルギルス‐IgG 抗体 

項目コード ５８６８ 

検査容器 １・分離剤入凝固促進ピッツ 

検体量・保存 血清 ０．３ｍＬ ・ 冷蔵 

測定方法 ＥＩＡ法 

基準値 

（単位） 

濃度：５．０未満 （ＡＵ/ｍＬ） 

判定：（－） 

報告範囲 
濃度：１．４未満～８０．０以上 

判定：（－）、（±）、（＋） 

報告桁数 
濃度：小数第１位 

判定：なし 

所要日数 ３～９日 

実施料 

３９０点 

本検査は、ＥＬＩＳＡ法により、慢性進行性肺アスペルギルス症又はアレルギー性気

管支肺アスペルギルス症が疑われる患者に対して測定した場合に３９０点を算定す

る。 なお、本検査は、関連学会の定める指針に従って実施すること。 

判断料 １４４点【免疫学的検査】 

 

アスペルギルス症は、環境中に広く分布する真菌のアスペルギルス属によって引き起こされる疾患です。 

原因菌はＡｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ ｆｕｍｉｇａｔｕｓが最も多く、免疫力が低下している人や肺に空洞性病変がある人が

菌を吸い込むことで肺の感染症が生じる日和見感染症です。本検査は特に、慢性肺アスペルギルス症（Ｃ

ＰＡ）やアレルギ－性気管支肺アスペルギルス症（ＡＢＰＡ）に対して高い陽性率を示すことから臨床診断に

有用です。この度、体外診断用医薬品として薬事承認され、保険適用可能な試薬を用いた検査の受託を

開始いたします。 
 

 
 

【検査方法の参考文献】    

Ｄｕｍｏｌｌａｒｄ Ｃ．ｅｔ ａｌ．： Ｊ．Ｃｌｉｎ．Ｍｉｃｒｏｂｉｏｌ．５４，１２３６－１２４２，２０１６． 


